
京都大学・人と社会の未来研究院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(A)（一般）

2023～2019

多元的アプローチによる正直さの認知神経基盤の研究

A multidimensional approach to the cognitive and neural basis of honesty

９０５０７９２２研究者番号：

阿部　修士（Abe, Nobuhito）

研究期間：

１９Ｈ００６２８

年 月 日現在  ６   ５ ３１

円    33,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、1)潜在連合テスト（IAT）を用いた行動実験、2)健常実験参加者を対象
とした脳機能画像実験、3)パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究、4)サイコパスを対象とした脳機能・
脳構造画像実験、を実施した。これらの実験を通じて、特に情動や動機づけといった側面に注目することで、正
直さの意思決定の背景にある認知神経基盤を明らかにすることを目的とした。本研究では、潜在的態度や情動、
動機づけに関わる諸要因が意思決定に与える影響を示すと共に、その神経基盤の解明に資する知見を得ることが
できた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted 1) a behavioral experiment using the Implicit 
Association Test (IAT), 2) a functional neuroimaging experiment on healthy participants, 3) a 
neuropsychological study on Parkinson's disease, and 4) a functional and structural neuroimaging 
experiment on psychopaths. Through these experiments, we aimed to clarify the cognitive and neural 
basis of honesty, with particular attention to aspects such as emotion and motivation. The present 
study demonstrated the influence of factors related to implicit attitudes, emotion, and motivation 
on decision making, and provided insights that contribute to the elucidation of the neural basis of 
decision making.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 意思決定

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、正直さの認知神経基盤を明らかにするための一連の実験研究を行った。特に潜在連合テスト
（IAT）を用いた研究からは（Hatta et al., 2022, Journal of Experimental Social Psychology）、嘘に対す
る潜在的態度の個人差が実際の利己的な嘘の頻度を規定している可能性を明らかにした。こうした研究成果は、
社会生活における様々な場面で生じる不正行為のメカニズムの一端に迫るものであり、不正を未然に防止する、
もしくは早期に検出するといった社会実装につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、ヒトの正直さ・不正直さとその神経基盤に注目して、健常実験参加者を対象と

した脳機能画像研究と、脳損傷患者を対象とした神経心理学的研究を行ってきた。特に、実験参
加者が自発的に嘘をつくかどうかの意思決定を迫られる実験課題（実験者の教示によって嘘を
つくといった恣意的なパラダイムではなく、より現実世界に近い状況を模したパラダイム）を用
いて、正直さ・不正直さの個人差を規定するメカニズムの解明に取り組んでいる。これまでの研
究では、主に不正直さを促進する要因としての報酬系の関与に焦点を当てたものが多いものの、
不正直さを抑制し、嘘をつく頻度を低下させることに関わる認知神経基盤は十分に検討されて
おらず、情動や動機づけといった側面の神経基盤との関連性についても、エビデンスは不足して
いる状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
本基盤研究（A)は、若手研究（A)の最終年度前年度応募によって開始・拡張された研究プロジ

ェクトである。若手研究（A)では、主に潜在連合テスト（IAT; Implicit Association Test）を用
いた研究を実施しており、本プロジェクトにおいても IAT を用いた研究実施を立案した。加え
て、健常実験参加者を対象とした脳機能画像研究、脳損傷患者を対象とした神経心理学的研究、
サイコパスを対象とした研究等を通じて、特に情動や動機づけといった側面に注目することで、
正直さの意思決定の背景にある認知神経基盤を明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本プロジェクトで実施した研究は、1)IAT を用いた行動実験、2)健常実験参加者を対象とした

脳機能画像実験、3)パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究、4)サイコパスを対象とした
脳機能・脳構造画像実験、である。 
 
(1) IAT を用いた行動実験 
 「嘘をついてはいけない」とする潜在的態度の個人差を定量化し、嘘をつくことで利益を獲得
できる認知課題との関連を検討した。特に、自己利益を追求するための利己的な嘘の条件に加え、
他者利益を追求する利他的な嘘の条件を設定して実験を行った。また、近年の研究成果の再現性
に関する議論を踏まえ、追試を目的とした実験も行った。 
 
(2) 健常実験参加者を対象とした脳機能画像実験 
 健常実験参加者を対象とした脳機能画像実験では、実験パラダイムの改良等を経て、他者との
協調性と嘘をつく意思決定との関係性を調べる実験を実施した。また、脳機能画像法を用いた関
連する実験として、報酬系の活動を喚起すると考えられる恋愛パートナーと高魅力異性の刺激
を使用した実験を行った。 
 
(3) パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究 
 パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究では、嘘をつくことで他者の利益や損失が変
化する状況を想定した認知課題を用いて、患者群及び健常対照群を対象として実験を行った。ま
た、この研究と並行して、動機づけと意思決定に関わる実験を行った。 
 
(4) サイコパスを対象とした脳機能・脳構造画像実験 
 サイコパスを対象とした研究は、英国の研究者と共同で日本人を対象とした脳機能・脳構造画
像実験を実施した。自己回答式の尺度を用いてサイコパス傾向を測定し、主に灰白質と白質の脳
構造の個人差との関連に着目した実験を行った。 
 
 
４．研究成果 
 一部の研究において、新型コロナウイルス感染症の問題により、データ取得の遅れや部分的な
計画の変更等が生じたが、以下の 1)～4)に示すとおり、概ね当初の予定通りに研究を完了した。 
 
(1) IAT を用いた行動実験 
「嘘をついてはいけない」とする潜在的態度の強い個人ほど、利己的な嘘をつく頻度が低いこと
が明らかとなった。この効果は統計学的には有意傾向であり、強固なエビデンスとまでは言えな
いものの、追試を目的とした実験では再現性を確認できた。一方、利他的な嘘をつく頻度との関
連はみとめられず、嘘に対する潜在的態度は利己的な嘘の意思決定に特異的に影響を与えてい
る可能性が示唆された（Hatta et al., 2022, Journal of Experimental Social Psychology）。 



 
(2) 健常実験参加者を対象とした脳機能画像実験 
 他者との協調に基づく不正行為に関しては、認知的制御に関わる神経活動の個人差が確認さ
れた。この知見の背景には、責任の分散や道徳的な正当化といった心理過程が介在している可能
性が考えられるため、追加の分析を行うことで学会・論文発表につなげていく予定である。報酬
系に着目した実験では、機械学習を用いた分析を適用することで、側坐核の活動パターンから恋
愛パートナーと高魅力異性の識別が可能であることを報告した（Ueda & Abe, 2021, 
Psychological Science）。 
 
(3) パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究 
 患者データの対象人数が若干減少したものの、概ねデータの取得を完了することができた。現
在までの分析からは、利他的な目的であれば、パーキンソン病患者では嘘をつく割合が高い可能
性が示唆されているが、追加の分析を行うことで学会・論文発表につなげていく予定である。ま
た、動機づけと意思決定に関わる実験においては、不確定性を解消したいとする動機づけはパー
キンソン病においても保たれていること（Shigemune et al., 2021, Neurological Sciences）、選
択肢の損失に対する感受性が低下していること（Shigemune et al., 2022, Neuropsychologia）
を報告した。 
 
(4) サイコパスを対象とした脳機能・脳構造画像実験 
 前部帯状回や扁桃体/海馬領域において、灰白質容量とサイコパス傾向との間に相関がみとめ
られたが、欧米圏から報告されている知見とは一致しない点も多く、解釈に対する慎重さと今後
のさらなる研究の必要性が示唆された（Chester et al., 2023, Cerebral Cortex）。また、現在ま
でのサイコパスに関する神経科学の研究成果をまとめた総説を発表した（阿部, 2023）。 
 
なお、これらの研究成果に加え、人間の嘘のメカニズムに関する心理学及び神経科学の研究成

果をまとめた書籍『あなたはこうしてウソをつく』を出版した（阿部, 2021）。また、総合学術雑
誌である PNAS 誌に出版されたオランダの研究チームの論文“Cognitive control increases 
honesty in cheaters but cheating in those who are honest”に対するコメント論文を出版した
（Abe, 2020）。加えて、国際共同研究のチームに参画し、情動と動機づけの神経基盤に関する総
説論文を発表した（Cromwell et al., 2020, Neuroscience and Biobehavioral Reviews; Schiller 
et al., 2024, Neuroscience and Biobehavioral Reviews）。 
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